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臺灣産植物種子油の研究 (第十一報)

 主要山茶科種子油の成分に就て

(昭和九年三 月六 日受領  昭和九年五月十五 田印刷)

加福　 均 三　畑　忠太

 鍵に著者等は本島山茶科種子油の中,茶 及びおほしまさざん くわに就き,そ の一般性状1)を報告し

たるもその後 おほしまさざんくわと同様小區域にはとどまれど,現 在山茶油として栽培採油 しをれ

るわんたんさざん くわの種子を入手 し,そ の性状 分につ き檢索するの機會を得たれば これに關聯

して前記茶及びおほ しまさざん くわの成 分をもあはせ,以 て本島主要山茶科種 子油の成 分として一

括報告せんとするものなり.

 因 に從 來 報 告 せ られ た る本 科 種 子 油 につ き てみ る に さ ざん くわ(Thea sasanqua, Nois)油に 於て辻

本氏2) そ の分 離 され し不飽和 脂 肪 酸 の性 状 よりOleic acid以外 に微 量 のLinolic acidの 含有 を推測

せ られ,又臺灣 さ ざん くわ3)(Thea biflora,Hayata)油 につ きて もそ の一 般 性 歌 を報 告 せ られ

たり.尚この臺灣 さ ざん くわ油に つ きて は其 の後,田 中芳 雄 氏4)が そ の研 究 室 に て試 験 せ られ し結果 よりそ

の成 分 と して固體 酸9%はPalmitic acidと 少量 のSLcaric acidよ りな り液體 酸 はOleic acidな るこ

とを記載 せ られ た り.抑々臺灣 さざん くわ は〓 ち著 者等 のお ほ しま さざ ん くわ と同 一の もの として

著者 等 亦 その成 分檢 索 の結 果 田中 氏 等 の 結 果 とほ ぼ等 しき こ と を證 す る を得 た り.わ ん たん さざん

.くわ につ きて は未 だ全 く研 究 せ られ しを見ず,又 茶 油 に つ き ては辻 本 氏6)及 び 内 田氏6)の報 告 あ り,何

れ もその 性状 より推 して 山茶 油 に類 似 しOleic acidのGlycerideよ り成 る もの と述 べ られたり.之

を要 す る に茶 及 び 山茶 系統 の種 子 油 は椿 油 と大 岡小 異 に して何 れ もOleic acidを 主 成分 とす る不乾

燥 性 油 と考 へ ら るる も著 者等 の 研 究 に よ り茶(時 茶)油 の 不飽和 脂 肪 酸 よ り著 量 のLinolic acidの 含

有 す る こ とを明か に し得 た り.

わんたんさざん くわ

 わ ん た ん さざ ん くわ  は學 名Thea tenuiflora, Hay.土 名油 茶 と稱 し臺灣 樹 木 誌 に よれ ば本島固

有 の もの に して ワ ン タ ンに産 す とあ り.そ の 詳細 は判然 た らざ る も現 今 に於 て は本 島北部 に播布 し

種 子 の含油率43%内 外 に して主 要 な る油 脂 植 物 とみ な す こ とを得.

油の性状 油は淡橙 黄色の液状 にして殆ど無臭その性質次の如 し.

”ä•d(d4)•¬ 0.9129 •¬‰»™J 1.4675

Ž_™J 1.92 •¬‰»™J 195.30

—€‘f™J(Wijs) 85.04 •s•¬‰»•¨ 0.8%

Elaidin試 験の結果は固化しBieber氏 試藥により接觸面は美麗なる青線色を呈し,振盪 放置後淡黄

緑色となる.

1)  本誌,53(1932),1115. 2)辻 本満 丸:工 業化 學雑 誌10(明,40),991. 3)辻 本満 丸:工業 化學雑誌

18(大,4),12. 4) 田串芳 雄 編:最 新 化學 工 業 大 系,8,107. 5)辻 本満 丸:工 業 化學 雑 誌,1(明,37),691.

6) 内 研壮:工 業化 學雑誌19(大,5),831.
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混合脂肪酸の性  不〓化物を分離 したる混合脂肪酸は20° にて液状 にして

”ä•d (d4)•¬ 0.8915

‹ü•Ü—¦ 

(n•¬D) 1.4588

’†˜a™J 198 82 Ÿå‘÷êy 11.5•‹

‹ÃŒÅêy 9.5-9•‹ —€‘f™J 87.79

液固雨酸 の割合 及 び性 質 鉛鹽 アル コ ー ル法 に よ り分 離 した る液 固兩 酸 の割 合 は大體固體 酸

14%,液體 酸86%に して固體 酸 はm.p. 56-57°,中 和價213.24,液體 酸 は比重(d〓)0 .8874,屈 折 率(n〓

)1.4573,中和價198.68,沃 素價90.26よ り.

液體酸の検索

1)酸 化 液體 酸5gをHazura氏 法に よ リア ル カ リ性 溶 液 にて1.5%過 マ ンガ ン酸加里液 にて

酸化 を行ひた るに水 に不溶 性 結 晶酸 化 酸5.05gを 得,m.p.119-121° に して先 づ石 油エー テ ル にて

處理 して混 在 せ る不 反應 酸 及 び分 難 よ り逸 れ た る若 干 の固體 酸 を除 去 し,牧 量4.7g,m.p .128-

129°,中 和價178.57の 水 酸化 酸 を得 これ は酒 精 に て再 結 晶 してm.p.130-131°,中和價177.68と

なり,實驗 室製2-Hydroxystearic acidと混 融 してm.p.の 降 下 を見ず.

2)臭 素添加  同 じ く5gを とりエー テ ル 溶液 を して冷 時 にて臭 素 添 加 を試 み し も結晶性6-Bro-

mide及ぴ4-Bromideの 何 れ もあた へず.〓 ち これ らの結 果 よ り液體 酸 はOlcic acidよ りな る もの

と云ひ得 べ し.

 固體 酸 の 検 索 固體 酸 は そ の 融點 及 び 中 和價よ りし てCI6酸 を主體 と し,こ れ にC14乃 至C18酸

の共 存 を思 は しむ.こ れ を洒 精 よ り分 別 結 晶 して1)m.p.58-59°,中 和價218.18,收 量1.5g,2)

m.p.56-57°,中 和價214.90,收 量0.1g,3)m.p.55-56°,中 和價208.16,收 量0.4gと 大 別 し更に

1)よりm.p.59-60°,中 和價218.36,收 量1.2gと し てPalmitic acidを,3)よ りm.p.67-68°,中和價201.62

,收 量025gと し てStearic acidを檢 出 し得 た る もMyristic acidに相 當 す る も の は 之 を得

ざり き.

即ち以上 の結果 にて わ んた ん さ ざん くわ種 子 油 脂 肪 酸 は固體 酸14%に してPalmitic acidを 主 成

分 とし他 に少量 のStearic acidを 含 み液體 酸 はOleic acidより な る もの とす.

おほ しまさざん くわ

おほ しま さざん くわ 學 名Thea biflora,Hayata.(尚 著 者等 は さ き に佐々木 氏臺灣植 物 名彙 によ

りCamellia oleifera, Abelと して報 告 した る も精査 の結 果臺灣 樹 木誌 及 び 日本 植物總 覧に よ りThea 

biflora,Hay.と 改 む)別 名 ふ たば な さ ざん くわ土 名油 茶 樹 の種 子油に つ きて は朗 に報 告 した る も便 宜

上再録 すれ ば次 の如 し.

”ä•d(d•¬) 0.9152

‹ü•Ü—¦ (

n•¬) 1
.4670

Ž_™J 1.26 •¬‰»™J 187.01

—€‘f™J 83.37

•s•¬‰»•¨ 

0.46%

Elaidin試 験 の結 果 は固 化 しBieber氏 試 藥 に よ り接觸 面 の 色 は 美麗 な る帯 青 緑 色 を呈 し振盪 後黄 緑

色 とな る.

液固兩酸の割合及ぴ性質 鉛鹽アルコ ー ル法に より混 合 脂 肪 酸 より分離 した る 固體 は9.5%に

してm.p.56-57°,中和價213.24 ,酒 精 に て 分 別 結晶して1. m.p.61-63°,中 和價200.26,2. m.p.

57-58°,中 和價215.08の 二 主 成 分 に 分 離 す る こ と を 得 ,こ れ に よ りほ ぼStearic acid, Palmitic acid
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よ りな る こ と を知 る.液體 酸 は 比 重(d〓)0.8955,屈 折 率(n〓)1.4622,沃 素價93.88,中和價195.70

に して臭 素 添 加 の結 果 は結 晶臭 化物 を翼 へず,又 Hazura法 に よ る酸 化 の結 果 はm.p.129-130°,

中 和 177.42の2-Hydroxystearic acidの 大 部 と他 に 極 少 量 な れ どm.p:142-144°,中 和價173.2な

る2-及 び4-Hydroxystearic acidの 混 合 物 と思 は れ る もの を 得,こ れ に よ り微 量 のLinolic acidの 存

在 を思 は しむ.

脂肪酸メチルエステルの分溜による成分の検索 混合脂肪酸250gを2.5%  鹽酸性メチルアルコー

ル にて エ ス テル 化 して得 し メチ ル エ ステ ル を分溜 して次 の 結 果 を得.

更にこれを〓化 して酸 にかへし液固兩酸を分離 しその各々につき性質を測定 したるに次の如し.

即 ち この結 果 に よ り固體 酸 に ては第 一溜 分 は明 か にPalmitic acidに してC14以 下 の酸 は存在

せず,第 二溜 分 以 下 漸 次Stearic acidを 混 溜 せ る もの に して又C20以 上 の 酸 も存 在 せず,液體 酸 は第一溜分

は殆 ど軍 離 され た るO1eic acidと み るべ く第 二溜 分 以 下 梢 々沃素價 の 高 きは前 述 酸 化 の結果 と綜合

して極 少量 のLinolic acidを混 在 す る もの とみ るべ し.

 之 を要 す る に お ほ し ま さ ざ ん くわ 種 子 油 を構 成 す る脂 肪 酸 はOleic acidの他 Palmitic acid, Stear

ic acid及 び 少 量 のLinolic acid1よ りな る もの と す.

茶

 茶  學 名Thea chinensis,L.本 島 に栽 培 せ らる る30品種 以上 に わた る茶 樹 の 中 その代 表的の も

の と して 青 心,時 茶 の 二種 より 得 た る油 につ きそ の性状 は既 に報 告 せ しと ころ な り.〓 ち
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尚Bieber氏試薬に對する試験は兩者共接觸 面の色相淡緑色にして振盪放置後 青心は鹽緑色に時茶は

黄褐色に變ず.

液固兩酸の割合及び性質 鉛鹽 アルコール法により分離したる固體酸は青心13%,時 茶17%に

してその性質次の如 し.

 脂肪酸 成分の検 索  固體 酸 は酒精 に よ る分別結 晶 に よ り液體 酸 は臭 素 添加 及び 酸 化 に よ る生 成 物

の検索 を行ひ 次 の結 果 を得.〓 ち青心 茶 固體 酸 よ りは(1)m.p.57-58°,中和價218.77,(2)m.p.55

-56°,中 和價211.78 と分 離 し,更 に再 結 晶 を繰 りか へ してm.p.59-60°,中 和價218.64と して

Palmitic acidをm.p. 66-67°,中 和價202.06と し てStearic acidを證 明 し,時 茶 よ りは(1)m.p.59

-60°,中 和價218.53,(2)m.p. 57-58°,中 和價208.88と 大別 し遂にm.p.60-61°,中 和價218.70,

m.p.68-69°,中 和價201.21と し てPalmitic acid及 びStearic acidを檢 出 し 得 た り.

 又液體 酸 は青 心 茶 は エ ー テ ル不 溶 性六臭 化物 及 び石 油エー テ ル不溶 性 四臭 化 物 の 何 れ も作 らず,

Hazura酸 化 に よ り試 料5.1g に對 し水 に不溶性 水酸 化 物 を得,再 結晶の 結 果m.p.128-129°,中 和

價177.52とな り2-Hydroxystearic acidを 得て原酸のOleic acidな ること灘 明し他酸 を得ず.時

茶は臭化物試驗の結果試料に封 し25%〓 ちLinolic acidと して計算 して11.6%に 相當するm.

p.113.5° の 四臭 化 物 を 得.又 酸 化 の 結 果 は 同様に m.p.128-129°,中 和價176.88の2-Hydroxystearic

 acidと少量 な れ どm.p.158-159°,中和價168.06と し て 不 充 分 な が らSatibic acidを 得,再結晶 を

繰 りか へ してm.p.172-173°, 中和價163.52と ほ ぼ 純粹に 之 を單離し 得 て原酸 にLinolic acidの 存

在 を確證 し得 た り.

 〓 ち上述の結果によ り本島茶實中これを代表すべき青心,時茶兩種の種子油は固對酸青心14%,時

茶17%を含有 し,何れもPalmitic acidを主成 分 と してこ れ に少量 のStcnric acidを共存し,液體

酸 は青心 は主 と してOleic acidに して 時 茶 はOleic acidの 他約12%内 外 のLinolic acidを 含 有 す る

ことを知 る.

経りにわんたんさざん くわ種子採集に對 し便宜を與へ られたる臺北州勸業課林務係の方に深謝し

又實驗に助力を得 し藤川政一氏 の勞を謝す.

(中央研究所工業部有機工業化學科研究室)


